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i 弥生式文化に続く古墳文化は、一般に 3世紀から 7世 !

; 紀まで続いたといわれている。
稲作が進むにつれ、部落も形成され、金属器が使われ j 

z るようになると、部落の間で貧富強弱の差が出てきて、 i 
i強い部落が弱し、部落を支配して、やがては小さな園、そ ぞ

; して突布弐弘法立て国家ができあがった。
ゃっこ

越中に、伊弥頭国造が置かれたのは 5世紀の頃といわ

jれ、 古墳もそれ以降のものばかり。古墳には、高塚古墳 1
2 と横穴古墳があり 、いずれも部落が見おろせる高い所に i 
i ある。高塚古境の前方後円墳として、 写真にあるように j 
z高岡市太田の桜谷古墳や婦中町長沢の羽根山古墳の王

i塚、勅使塚などがある。これらは、その大きさ副葬品か ! 
ら見ても地方の豪族の墓であったといえよう。

j そのほか、小さな円墳として、立山町雅子古墳、高岡 j 
- 市伏木の国分山古墳群、氷見市朝日の長山古墳、大門町 ? 
; 清算の大塚古墳などがある。 えんどう i 
j 横穴古墳としては、氷見市加納、高岡市江道、福岡町 主

赤丸城が平、富山市安養坊の横穴古墳群などがある。写 t 
ほうせいきょう

; 真の桜谷古墳からは、佑製鏡、金環、鉄剣、管玉、須恵 i 
器などが出ている。このように古墳から推察すると、豪

; 族の生活は華やかであったが、おそらく庶民の生活は貧 j 
しかったものと思われる。
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端
午

延髄4

平
安
時
代
に

は
こ
の
日
{
日

中
で
ア
ヤ
メ

酒
の
宴
を
催

し

た

と

い

の

節

句

ー
、ー

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
尚
武

の
催
し
と
な
り
、
江
戸
時
代
か

ら
は
、
男
子
の
出
世
を
願
っ
て
祝
日

と
な
っ

た
。

将
軍
家
の
嗣
子
誕
生
の
と
き
は
、

の
ば

玄
関
に
轍
り
を
飾
り
、

一
般
の
家
々

で
は
軒
に
シ

ョ
ウ
ブ
を
き
し
た
り
、

シ
ョ
ウ
ブ
湯
に
入
っ
た
り
、
ま
た
柏

び

五
節
句
の
一
つ
で
、

五
日
の
節
句
。

た
ん
ご

端
午
と
は
、
月
の
初
め
の

う
ま午

の
日
を
さ
し、

中
国
で
は

こ
の
日
を
忌
ん
で
邪
気
を
は

ら
う
行
事
が
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
風
習
が
奈
良
時
代
に
わ

せ
ち

え

が
国
に
伝
わ
り
、
節
会
と
い
っ

て
宮
中
の
年
中
行
事
と
な
り
、

五
月

まや1111111111111111川

ヲ。あ回

墳

太

古

市

号
岡
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{
高
の

、
墳

は

古

真

谷
写

桜
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・

緑の富山ヘ

ご来県日程き

両陛下には、昭和44年全国植樹行事にご出席のうえ県内各地を

御視察のため、5月24日から29日までの 6日間次のとおり本県へ

行幸啓になり ます。天皇陛下のご来県は戦後では昭和22年の北陸

御巡幸、3'3年の国体と、こんどで3度目です。

土
4
9

に
よ
っ
て
横
糸
を
と
お
す
と
こ
ろ
が
特
徴
)
を

中
心
に
、織
物
の
工
程
を
御
視
察
に
な
り
ま
す
。

こ
の
あ
と、

県
立
流
杉
老
人
ホ
l
ム
を
お
訪
ね

に
な
り
、
お
年
寄
を
御
慰
問
に
な
り
ま
す
。
終

っ
て
、
富
山
の
伝
統
産
業
の
家
庭
薬
を
製
造
し

て
い
る
(
株
)
広
貫
堂
に
お
立
ち
寄
り
に
な

り
、
近
代
化
さ
れ
た
製
薬
工
場
を
御
覧
に
な
り

ま
す
。第

三
日

餅
や
ち
ま
き
を
食
べ
た
り
し
た
。

こ
の
項
、
七
歳
以
上
の
男
子
の
い

る
武
家
で
は
、
蛾
り
、
吹
き
流
し
、

鯉
険
り
を
立
て
て
祝
っ
た
。

こ
れ
が
江
戸
中
期
以
後
に
は
、
町

人
の
聞
に
流
行
し
、
五
月
の
青
空
を

水
に
み
た
て
、
鯉
轍
り
を
た
て
た
。

鯉
は

「鯉
の
滝
の
ぼ
り
」
に
由
来
し
、

出
世
魚
と
も
い
わ
れ
、
縁
起
魚
と
さ

れ
た
こ
と
か
ら
鯉
の
ぼ
り
を
た
て
た

の
だ
ろ
う
。

立
て
る
場
合
は
、
回
転
球
、
矢
車
、

吹
き
流
し
、
真
鯉
(
黒
)
、
緋
鯉
(

赤
〉
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

昭和22年北陸ご巡幸の際お手植えにな

ったスギ (細入村笹津〉

五
月
二
十
六
日

表
紙
題
字

富
山
県
知
事

実

吉
田

表
紙
・
桜
谷
古
墳

(
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑤
〉

や
ま
び
こ

端
午
の
節
句

両
陛
下
緑
の
富
山
へ

ご
来
県
日
程
き
ま
る
・・・・・・・
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・
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四
十
四
年
度
予
算
き
ま
る

緑
と
福
祉
と
開
発
・
・・
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融
資
総
ま
く
り
①

商
工
労
働
部
関
係
:
:
:
:
:
-j
i
-
-
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・:
:
:
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八
グ
ラ
ビ
ア

V

み
ん
な
で
植
え
よ
う
百
万
本
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
印

こ
の
人
を
訪
ね
て

土
と
火
に
祈
り
を
こ
め
て
五
十
年

谷
口
粂
三
さ
ん
:
:
:
:
:
:
ロ

県
庁
の
機
構
紹
介
農
業
水
産
部
専
門
技
術
員
室

唯
火
事
一市
測
網
川川

周
囲
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
:
:
:
:
j
i
--:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
口

国
の
出
先
機
関
紹
介
富
山
営
林
署

-

お

知

ら

せ
-j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
・:
j
i
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:
:
:
:
j
i
-
-
:
・:凶

マ
植
樹
祭
の
交
通
規
制

マ
婦
人
を
悪
へ
の
転
落
か
ら
守
ろ
う

マ

川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

マ

第
十
四
回
労
働
学
院
開
催

マ
官
公
庁
で
は
中
高
年
令
者
の
積
極
的
雇
用
を

富
山
県
の
文
化
財
旬

八
尾
諏
訪
社
の
大
け
や
き
:
:
:
:
:
:
:
:
:
日

ご
質
問
に
答
え
て
・••
•••••

•••••
•••
••••• 
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曳
山
の
由
来
⑥

石
動
の
曳
山

知
ら
ん
ち
ゃ
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん

免
許
の
拒
否
と
保
留
・・•.•• 

奥
様
コ
ー
ナ
ー
ビ
タ
ミ
ン

恥
を
十
分
に

連
載

越
中
史
夜
話
ハ
第
二
回
〉
一
向
一
挟
(
そ
の
一
)
:
:
:
:
:
:
日

最
近
の
県
政
か
ら

O
北
陸
自
動
車
道
用
地
買
収
に
調
印

O
予
算
特
別
委
員
会
新
設

O
大
島
町
発
足

富
山
県
の
自
然
⑤
県
定
公
園

高
岡
古
城
公
園

裏
表
紙ま

ず
、
砺
波
市

頼
成
の
植
樹
大
会
場
へ
午
前
十

一
時
に
お
着
き

に
な
り
、
約
一
万
三
千
名
の
参
会
者
が
お
待
ち

す
る
中
を
知
事
の
ご
先
導
に
よ
り
、
会
場
中
央

の
御
座
所
へ
お
着
き
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
回
か
ら
は
じ
め
て
実
現
し
た
「
天
皇
陛
下
の

お
こ
と
ば
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
天
皇

陛
下

・
皇
后
陛
下
の
順
で
、
立
山
杉
、
ボ
カ
杉
、

増
山
杉
の
苗
を
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
お
植
え
に

な
り
、
参
会
者
の
万
歳
に
送
ら
れ
て
、
御
休
憩

第
二
十
回
全
国
植
樹
祭
と

県

内

ご

巡

幸

- 3-

第
一
日
五
月
二
十
四
日

お
召
列
車
で
泊

駅
に
お
着
き
に
な
り
、
宇
奈
月
で
お
泊
り
に
な

り
ま
す
。

第
二
日
五
月
二
十
五
日

魚
津
埋
没
林
を

御
覧
に
な
り
ま
す
。
こ
の
埋
没
林
は
、昭
和
十

一

年
魚
津
漁
港
を
建
設
中
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

樹
令
が
五
百
年
か
ら
千
年
に
近
い
巨
木
で
、
こ

れ
は
今
か
ら
約
二
千
五
百
年
前
に
埋
没
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
で
も
こ
の
よ

う
な
近
い
年
代
に
、
土
地
が
沈
降
し
た
こ
と
を

示
す
も
の
と
し
て
、
学
術
上
貴
重
な
資
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
細
川
機
業
(
株
)
音
杉

工
場
へ
お
い
で
い
た
だ
き
、
最
新
鋭
織
機
の
ウ

ォ
ー
タ
ー

・
ジ
ェ
ッ
ト
ル

l
ム
(
日
本
の
独
創

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
機
械
で
、
水
の
噴
射
力

戸~f--4プ 行幸啓御巡路全図
/可 第1日持組占第5日足当主b

/ 第2日品 品品第6日J，.!1益且ι: z::鎧盤荒天の場h示.
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みんなの県政

せ
り
だ
ん
平
ま

所
の
芹
谷
山
千
光
寺
へ
向
か
わ
れ
ま
す
。
こ
の

千
光
寺
は
約
千
二
百
年
の
歴
史
を
も
っ
真
言
宗

の
古
い
お
寺
で
、
長
尾
為
景
の
位
牌
が
ま
つ
つ

ぼ

だ

い

て
あ
り
、
上
杉
謙
信
も
父
の
菩
提
を
弔
う
た
め

訪
ず
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
境

内
は
う
っ
そ
う
と
し
た
木
立
ち
に
つ
つ
ま
れ
、

ふ
ん

ま
こ
と
に
森
厳
な
雰
囲
気
で
あ
り
ま
す
。
次
い

で
、
お
車
は
庄
川
を
右
岸
ぞ
い
に
さ
か
の
ぼ
り
、

庄
川
町
か
ら
井
波
町
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
と
す
す
み
ま
す
。
井
波
町
は
、
古
く
か
ら
木

彫
の
町、

芸
術
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
で
は
、
日
展
作
家
の
入
選
作
品
を
は

じ
め
、
獅
子
頭
、
欄
間
の
彫
刻
の
実
技
を
一
般

作
家
及
び
マ

l
シ
園
生
が
行
な
う
も
の
を
御
覧

に
な
り
ま
す
。
こ
の
あ
と
、
城
端
町
へ
向
か
わ

れ
、
林
道
温
泉
の
酒
池
観
光
ホ
テ
ル
で
御
休
憩

に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
非
公
式
の
御
日
程
と

'ν
 

で
い
る
高
校
生
の
真
撃
な
姿
を
御
覧
に
な
り
ま

す。
本
県
最
後
の
ご
視
察
は
、
精
神
薄
弱
者
の
コ

ロ
ニ
ー
「
セ

l
ナ

l
苑
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
収
容
者
の
訓
練
状
況
、
施
設
の
状
況
を

御
覧
に
な
っ
た
あ
と
、
恵
ま
れ
な
い
人
々
の
た

め
、
日
夜
献
身
的
に
働
い
て
い
る
施
設
職
員
を

ね
ぎ
ら
い
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

両

植

中

田

植

樹

祭

部

長

談

樹

天
皇
陛
下
が
、
昭
和
二
十
二

年
十
一
月
の
北
陸
御
巡
幸
の

際
、
城
端
で
木
炭
の
出
荷
状
況

を
御
視
察
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
陛
下
は
、
木
を
伐
り
出
し
た
あ
と
の
植
樹

に
つ
い
て
心
配
さ
れ
、
御
質
問
に
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
当
時
の
知
事
の
故
館
有
二
氏
、が
、

こ
の
際
全
県
的
な
植
樹
運
動
を
展
開
し
て
、
陛

下
の
御
質
問
に
お
こ
た
え
し
た
い
と
、
お
手
植

え
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
前
は
、
天
皇
陛
下
が
み
ず
か

ら
お
手
植
え
に
な
る
と
い
う
例
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
と
い
う
の
は
、
お
手
植
え
の
木
が
枯

れ
た
り
す
る
と
、
管
理
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
お
耳
に
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
し

か
し
、
戦
後
は
そ
ん
な
こ
ん
も
な
い
だ
ろ
う

し
、
国
土
緑
化
の
役
に
立
つ
の
な
ら
と
快
く
御

承
諾
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
十
一
月
一

口
、
細
入
村
の
撒
原
寮
に
戦
災
者
を
御
慰
問
に

な
っ
た
後
、
高
山
線
の
線
路
を
越
え
た
と
こ
ろ

に
、
ス
ギ
百
を
三
本
を
お
植
え
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
三
本
の
う
ち
、
二
木
が
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
植
樹
祭
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
翌
二
十
三
年
、
二
十
四
年
に
、

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
得
て
記
念
大
植

陛

下

と

み んな の 県政

第
二
十
回
全
国
植
樹
祭
の
開
催
が
、
い
よ
い

よ
間
近
に
せ
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
国
土
緑
化
運
動
に
は
天
皇

・
皇
后
両
陛

下
も
、
深
い
御
理
解
と
御
熱
意
を
お
持
ち
に
な

っ
て
お
ら
れ
、
全
国
植
樹
祭
に
は
毎
年
御
臨
席

さ
れ
、
み
ず
か
ら
鍬
を
手
に
、苗
木
を
お
手
植
え

に
な
り
、
植
樹
の
範
を
お
示
し
に
な
り
ま
す
。

天
皇

・
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
行
な
う

国
民
的
行
事
と
し
て
は
、
こ
の
植
樹
祭
や
国
休

な
ど
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
国
体
の
場
合
、
陛

下
が
選
手
の
中
に
お
入
り
に
な
っ
て
、
競
技
を

な
さ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
植
樹
祭
の
場
合
は
、
両
陛
下
と
参
加

者
が
、

一
し
ょ
に
な
っ
て
、
木
を
植
え
る
と
い

う
ま
こ
と
に
な
ご
や
か
な
行
事
で
す
。
で
す
か

ら
両
陛
下
に
お
か
れ
で
も
、
こ
の
植
樹
祭
へ
の

御
臨
席
を
大
変
お
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。

お
手
植
え
は
本
県
が
最
初

と
こ
ろ
で
、
植
樹
祭
に
天
皇

・
皇
后
両
陛
下

が
お
手
植
え
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
富
山
県

に
あ
る
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

準備が終り開催を待つ楓樹祭会場(砺波市頼成山)

し
て
縄
ガ
池
湿
原
を
御
散
策
に
な
り
ま
す
。

第
四
日
五
月
二
十
七
日

富
山
新
港
を
御

視
察
に
な
り
、
伸
び
ゆ
く
本
県
の
姿
を
目
の
あ

た
り
に
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
三
協
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
工
業
(
株
)
第
二

工
場
で
は
、
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
製
造
工
程
を
御
視
察
い
た
だ

き
、
石
動
小
学
校
へ
と
向
か
わ
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
言
語
障
害
児
の
教
育
状
況
と
、
富
山
国

体
を
機
会
に
芽
ば
え
た
小
矢
部
市
内
小
学
生
の

ホ
ッ
ケ
ー
試
合
を
御
覧
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
次
に
、
富
山
駅
ま
で
お
召
列
車
に

御
乗
車
に
な
り
、
県
民
会
館
へ
と
す
す
ま
れ
ま

す
。
県
民
会
館
で
は
、富
山
県
の
自
然
、文
化
、

産
業
を
ご
紹
介
す
る
た
め
、
パ
ノ
ラ
マ

、
案
内

図
等
を
用
い
て
ご
説
明
す
る
ほ
か
、
立
山
の
民

俗
資
料
、
県
内
物
産
の
展
示
、
パ
ッ
ト
製
作
の

実
演
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

第
五
日
五
月
二
十
八
日

立
山
町
吉
峰
に

あ
る
県
林
業
試
験
場
へ
お
い
で
に
な
り
、
県
緑

化
推
進
委
員
会
委
員
長
と
県
森
林
組
合
連
合
会

長
の
介
添
え
で
、
立
山
杉
の
種
子
を
お
播
き
に

な
り
ま
す
。
終
っ
て
電
車
、
ケ
ー
ブ
ル
に
お
乗

り
い
た
だ
き
、
こ
こ
か
ら
非
公
式
日
程
と
し
て

立
山
美
女
平
、
大
観
台
に
お
い
で
に
な
り
、
日

本
一
を
誇
る
大
爆
布
称
名
滝
、
雄
大
な
立
山
連

峰
を
御
展
望
に
な
り
、
立
山
杉
の
原
始
林
や
カ

モ
シ
カ
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
御
覧
い
た
だ
く
予
定

で
あ
り
ま
す
。

第
六
日
五
月
二
十
九
日

大
山
町
福
沢
に

あ
る
県
立
中
央
農
業
高
校
を
お
訪
ね
に
な
り
、

明
日
の
農
業
を
築
く
た
め
学
習
、
実
習
に
励
ん

お

迎

え

んは
ふ

心、

つ

十
一
年
振
り
に
お
い
で
に
な
る
両
陛
下
を
、

私
た
ち
は
心
か
ら
お
迎
え
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

女

で
き
る
だ
け
各
家
に
国
旗
を
掲
げ
て
、
慶

祝
の
気
持
を
表
わ
し
ま
し
ょ
う
。

第 1日 5Jl24r1と1:)
国11'148分 8.58 9.40 15.54 15.57 16.42 
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第 6日 5JJ2911 (，1;:) 
10.03 10.43 11.13 11.26 11.52 12.07 12.10 17，18 
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第 4日 5)J27日(火〉
11.03 11.38 12.08 12.50 H.O:; 14.10 14.12 14.49 14.53 14，57 15.32 15.36 
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9.45 10.30 11.00 11.47 
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お手掃

5月29日付。 晴天の場合に同じ

(11占天の場合〉程日詐f啓孝行

。

-R日
の
丸
の
小
旗
を
う
ち
振
り
、
あ
る
い
は

手
や
帽
子
を
振

っ
て
万
歳
を
旧
え
る
の
は
よ

い
で
し
ょ
う
。

-Rお
列
御
通
過
の
沿
道
で
は
、
気
持
ち
よ
く

お
迎
え
す
る
た
め
に
、
お
互
い
に
協
力
し
て

清
掃
、
撒
水
な
ど
を
し
て
清
潔
に
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

安

一
般
奉
迎
者
の
整
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

樹
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
二
十
五
年

に
は
、
第
一
回
植
樹
祭
と
し
て
、
山
梨
県
甲
府

市
で
開
催
さ
れ
、
以
後
、
毎
年
春
に
実
施
さ

れ
、
今
回
は
ち
ょ
う
ど
二
十
四
日
を
迎
え
る
わ

け
で
す
。青

少
年
と
植
樹

木
県
の
植
樹
祭
の
特
色
と
し
て
、
次
代
を
担

う
青
少
年
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
国
土

緑
化
の
重
要
性
の
認
織
と
、
皇
室
と
の
親
し
み

を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
方
法
と
し
て
は
、
県
下
の
小
中
高
校

か
ら
男
女
一
名
づ
っ
、
干
名
あ
ま
り
の
児
童
生

徒
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
、
さ
ら
に
、
こ
の

巾
か
ら
男
女
二
名
を
選
ん
で
、
天
皇

・
皇
后
両

陛
下
の
植
樹
の
介
添
え
の
補
助
を
し
て
も
ら
う

こ
と
、
国
旗
の
掲
搬
を
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
依
頼
す
る
こ
と
、
ま
た
、
高

校
生
と
中
学
生
百
余
名
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

と
、
地
元
中
学
生
八
百
五
十
名
に
よ
る
合
唱
隊

を
編
成
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
い
と
忠

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
会
場
内
の
整
理
や
植
樹
の

際
の
手
伝
い
な
ど
を
、
高
校
生
に
や
っ
て
も
ら

う
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

す
で
に
植
樹
祭
会
場
へ
の
道
路
や
場
内
で
の

施
設
も
出
来
上
り
、
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
、

当
日
の
晴
天
を
祈
る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第 6日

- 4-

は
、
で
き
る
だ
け
ま
と
ま
っ
て
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
、

-R卒
迎
の
際
の
服
装
は
、
村
に
改
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
礼
を
失
し
な
い
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
雨
の
場
合
に
は
、雨
共
を

つ
け
た
ま
ま
で
さ
し
っ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

女

混
雑
す
る
場
所
で
の
本
迎
に
は
、
お
互
い

に
ゆ
ず
り
什
い
、
特
に
老
人
や
子
供
を
い
た

わ
り
秩
序
よ
く
お
迎
え
し
ま
し
ょ
う
。

-R両
陛
下
の
御
身
辺
や
御
料
車
に
押
し
ょ
せ

た
り
、
お
歩
き
を
さ
ま
た
げ
る
よ
う
な
行
動

は
、
お
互
い
に
つ
つ
し
み
ま
し
ょ
う
。

-R御
料
車
を
よ
く
見
て
お
迎
え
す
る
た
め
に

は
、御
料
車
が
前
に
来
た
と
き
に
は
、す
で
に

敬
礼
が
終

っ
て
い
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

女

写
真
を
撮
影
す
る
場
合
に
は
、
本
迎
位
置

で
と
る
よ
う
に
し
、
列
か
ら
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

女

自
動
車
の
お
列
が
全
郎
通
過
す
る
ま
で
、

十
本
迎
の
列
を
く
ず
さ
ぬ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

〉
勺
ノ
。-R両

陛
下
の
御
気
嫌
奉
伺
の
た
め
の
記
帳
所

は
、
お
泊
り
所
の
玄
関
に
設
け
ら
れ
ま
す
か

ら
、
日
出
に
記
帳
が
で
き
ま
す
。

お
泊
所
御
着
後
三
十
分
位
の
玄
関
前
の
整

理
が
落
ち
つ
い
た
と
き
か
ら
日
没
ま
で
と
翌

日
は
、
七
時
頃
か
ら
御
出
発
三
十
分
前
ま
で

で
あ
り
ま
す
、
な
お
、
同

一
お
泊
所
に
引
き

続
き
御
帯
在
に
な
る
場
合
に
は
、
H
巾
も
開

設
さ
れ
ま
す
。

白
動
車
お
列
市
両
の
進
行
順
は
、
次
の
凶

の
と
お
り
で
す
。

- 5-
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みんなの県政

予
算
編
成
の基

本
政
策

人

間

尊

県

土

美

日
本
海
時
代
の
開
拓

一般会計

532億 8，627万 2千 円

ま
た
、
富
山
湾
の
海
洋
開
発
も
調

査
に
入
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
動
き

に
対
処
し
て
第
四
次
総
合
計
画
の
策

こ
と
し
一
年
間
県
政
の
台
所
を
あ
ず
か
る
一
般
会
計
予
算
が
五
百
三
十
二
億

八
千
六
百
二
十
七
万
二
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
と
し
は
明
治
百
一
年
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
新
し
い
百
年
に
向

っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
と
も
い
え
ま
す
。

県
政
に
お
い
て
も
、
五
月
に
は
、
天
白
玉
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
第

二
十
回
全
国
植
樹
祭
を
開
催
、
あ
わ
せ
て
県
内
を
ご
巡
幸
い
た
だ
く
意
義
深
い

年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
山
を
緑
で
包
み
、
町
や
川
か
ら
ゴ
ミ
を
一

掃
、
公
害
を
追
放
し
て
美
し
い
郷
土
を
築
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
富
山
新
港
、
立
山
ル

l
ト
、
北
陸
自
動
道
の
建
設
な
ど
中
核
事
業
を

促
進
、
さ
ら
に
は
、
新
全
国
総
合
開
発
計
画
や
中
部
圏
開
発
整
備
基
本
計
画
に

対
応
し
て
、
県
で
は
、
昭
和
六
十
年
を
目
標
と
し
た
第
四
次
県
勢
計
画
を
策
定
、

そ
の
他
社
会
福
祉
の
充
実
の
た
め
カ
が
注
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
従
来
ど
お
り
か
平
和
県
政
グ
グ
山
び
こ
県
政
d

グ
計
画
県
政
d

の
三
原
則
を
貫
き
、
そ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
人
阿
曽
重
、
県

土
美
化
、
日
本
海
時
代
の
開
拓
を
三
大
重
点
施
策
と
し
て
今
年
¢
県
政
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

重化

人

尊

重

間

昭
和
元
禄
を
謡
歌
し
な
が
ら
も
、

一
方
で
は
、
大
学
紛
争
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
師
弟
の
関
係
は
崩
壊
、
公

共
心
は
う
す
れ
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
て
、

一

人
ひ
と
り
の
精
神
を
開
発
す
る
糧
と

し
て
、
「
望
ま
し
き
富
山
県
民
像
」
を

自
己
形
成
の
願
い
と
し
て
か
か
げ
郷

土
愛
と
愛
国
心
、
宗
教
的
情
操
と
、

道
徳
的
人
間
愛
、
勤
労
と
創
造
力
と

い
っ
た
精
神
開
発
に
つ
い
て
推
し
進

め
る
も
の
で
す
。

県

土

美

化

朝
夕
な
が
め
る
気
高
く
雄
々
し
い

山
々
。
紅
葉
を
映
す
河
、
幸
に
恵
ま

定
に
当
り
日
本
海
の
雄
県
と
な
る
よ

う
努
力
す
る
も
の
で
す
。

医
学
部
誘
致
と
乳
児
保
育
所
増
設

富
山
大
学
に
医

学
部
を
誘
致
す
る

た
め
の
用
地
確
保
、
辺
地
へ
三
人
の

医
師
派
遣
、
看
護
婦
不
足
対
策
、
心

臓
病
手
術
費
の
給
付
、
ポ
リ
オ

・
日

本
脳
炎
予
防
接
種
の
補
助
、

が
ん

セ
ン
タ
ー
の
増
設
、
食
肉
検
査
所
の

運
営
、
保
健
所
の
整
備
、
立
山
の
環

境
整
備
、
白
皇
山
保
護
救
護
施
設
の

補
助
、
砺
波
学
園
と
高
志
学
園
の
整

備
、
新
生
園
の
拡
充
、
イ
タ
イ
イ
タ

イ
病
の
対
策
な
ど
の
諸
施
策
を
い
っ

厚

生

そ
う
強
力
に
推
し
進
め
ま
す
。

「立
山
ル

l
ト
」
仕
上
げ
へ

立
山
観
光
開
発

の
た
め
、
今
秋
、

桂
台
l
美
女
平
間
の
自
動
車
道
開
通

に
伴
い
沿
線
の
整
備
、
立
山
ル

l
ト

促
進
と
遊
歩
道
建
設
、
中
小
企
業
・
薬

業
の
近
代
化
、中
小
企
業
体
質
改
善
、

富
山
高
等
技
能
学
校
に
配
管
料
、
大

谷
技
術
短
大
に
農
林
土
木
科
新
設
、

勤
労
者
へ
の
金
融
対
策
な
ど
。

商

工

労

働

米
の
品
質
向
上

人間尊重のため医師や看護婦対策にカが注がれる

良
質
米
生
産
対

策
、
米
生
産
総
合

改
善
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
野
菜
生
産

れ
た
海
、
そ
し
て
豊
か
な
緑
の
野
は

県
勢
発
展
の
源
で
あ
り
、
県
民
の
精

神
的
支
え
と
な

っ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
私
達
は
、
こ
の
美
し
い
郷
土
を
さ

ら
に
美
し
く
、
豊
か
に
し
て
子
孫
に

残
す
よ
う
努
力
す
る
も
の
で
す
。

日
本
海
時
代
の
開
拓

昨
年
開
港
を
み
た
新
港
背
後
地
に

は
、
基
幹
産
業
の
進
出
が
相
つ
ぎ
、

日
本
海
随
一
の
工
業
地
帯
は
目
前
に

迫
り
ま
し
た
。

北
陸
自
動
車
道
は
、

本
年
か
ら
一
部
着
工
し
、
北
陸
関
東

産
業
道
路
の
調
査
も
進
み
、
北
回
り

新
幹
線
の
構
想
も
新
全
国
総
合
開
発

計
画
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
中
部
圏
開

発
整
備
計
画
も
具
体
的
策
定
段
階
に

入
り
ま
し
た
。

地
の
育
成
と
価
格
の
安
定
、
家
畜
の

悪
臭
処
理
対
策
、
宇
奈
月
牧
場
の
建

設
、
獣
医
師
の
育
成
、
山
間
部
か
ら

牛
乳
の
パ
イ
プ
輸
送
、
富
山
湾
の
海

谷
調
査
、
日
本
栽
培
漁
業
協
会
設
立

の
準
備
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の
放
流
な
ど
。

グ
河
の
夢
4

調
査

H
H

河
の
夢
H
H

で
あ

る
川
を
横
に
つ
な

ぐ
構
想
が
調
査
に
入
り
、
子
撫
川
、

土

木

農

業

水

産

白
岩
川
総
合
開
発
促
進
、
道
路
の
整

備
、
夜
間
の
電
気
を
利
用
し
た
融
雪

装
置
と
、
簡
易
舗
装
の
実
験
、
港
湾

で
は
、
新
港
に
水
深
十
四

M
延
長
二

百
八
十

M
岩
壁
て
ハ

l
ス
の
建
設
と

航
路
の
し

ゅ
ん
せ
つ
、
海
岸
浸
食
の

防
止
、
臨
海
工
業
用
地
の
造
成
、
太

閤
山
住
宅
団
地
造
成
、
富
山
|
高
岡

バ
イ
パ
ス
用
地
の
先
行
取
得
、
空
港

の
整
備
な
ど
。

植

樹

祭

を

機

に

緑

化

推

進

全
国
植
樹
祭
と

緑
化
推
進
、
県
営

・
団
体
営
ほ
場
整
備
事
業
の
推
進
、

防
潮
林
造
成
、
地
す
べ
り
の
防
止
、

へ
き
地
農
山
村
土
地
改
良
の
補
助
、

林
道
開
設
の
補
助
、
豪
雪
山
村
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
建
設
、
林
業
研
究
グ

ル
ー
プ
の
育
成
、
木
材
試
験
験
場
の

充
実
な
ど
。

農

地

林

務

「
教
頭
ニ
人
制
」
誕
生

中
央
農
業

高
校
の
新
設
、

県
立
高
校
施
設
整
備
、
学
校
体

育
ク
ラ
ブ
活
動
振
興
、
学
校
の

管
理
と
指
導
体
制
確
立
の
た
め

教
頭
二
人
制
、
風
土
記
の
丘
建

設
な
ど
。

教

育

信
号
機
の
近
代
化
へ

r植樹祭を機に県土を緑で包もう

交
通
の
渋

滞
を
防
ぐ
た

め
国
道
八
号
線
に
一
定
の
速
度

で
車
が
走
る
と
ノ
ン

・
ス
ト
ッ

プ
で
通
過
で
き
る
新
鋭
信
号

機
設
置
、
山
岳
警
備
隊
活
動
補

助
、
マ
マ
ポ
リ
ス
、
婦
人
交
通

指
導
員
の
増
員
な
ど
。

警

察

- 6ー

主な新規事業
(1，000万円以上)

'HUγ
山
似
品
川
地
政
助
成

一悩

野

保

健

所

改

築

中

央

病

院

務

備

千万円

歳

入
県
税
大
巾
増
を
見
込
む

県
税
収
入
は
現
状
の
経
済
動
向
と

経
済
界
の
経
済
発
展
を
見
込
ん
で
前

年
度
よ
り
、
二
十
五

・
八
戸
増
の
百

三
十
六
億
円
を
見
込
み
、
歳
入
全
体

の
二
十
五

・
六
下
を
占
め
る
。

地
方
交
付
税
は
百
三
十
二
億
円
と

二
十
四

・
八
下
、
国
庫
支
出
金
は
一

番
大
き
く
て
百
六
七
七
'億
円
と
三
十

一
・
四
下
、
そ
の
他
地
方
譲
与
税
、

諸
収
入
、
県
債
、
使
用
料
、

手
数
料

な
ど
一
八

・
二
打
と
な

っ
て
お
り
ま

す。

富山新港には外国船が連日入港、岩壁の整備もさかんに行なわれている
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近
代
化
へ
の
脱
皮
を

中
小
企
業
の
経
営
は
、
一
般
的
に
き
び
し
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
し
ょ
せ
る
技
術
革
新
の
波
、
ひ
っ
ば
く
す

る
入
手
不
足
、
こ
れ
を
い
か
に
乗
り
切
る
か
、

全
国
の
経
営
者
は
い
ま
、
懸
命
に
チ
エ
を
し
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

ふ
つ
う
中
小
企
業
と
は
、
製
造
業
で
は
資
本

金
五
千
万
円
以
下
、
従
業
員
数
三
百
人
以
下、

そ
の
他
の
業
種
で
は
資
本
金
一
千
万
円
以
下
、

従
業
員
数
五
十
人
以
下
め
事
業
所
で
す
。

ち
な
み
に
、
四
十
二
年
十
二
月
現
在
県
下
の

中
小
企
業
数
(
製
造
業
)
四
千
七
百
七
十
一

(
同
大
企
業
数
七
十
)
で
、
大
部
分
が
中
小
企
業

で
あ
り
、
産
業
界
で
果
た
す
役
訓
も
極
め
て
大

き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
た

が
っ
て
、
こ

の
経
営
近
代
化
は
ひ
と
り

経
営
者
だ
け
で
な
く
、
県
内
産
業
に
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
経
営
近
代
化
は
、
経
営
者
の
経
営

努
力
に
お
う
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
新
し
い
経
営

感
覚
が
要
請
さ
れ
る
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
経
営
感
覚
で
、
企
業
の

近
代
化
、
共
同
化
、
協
業
化
に
取
り
組
も
う
と

す
る
経
営
者
に
は
、
設
備
近
代
化
資
金
、
高
度

化
資
金
、
金
融
公
庫
資
金
な
ど
の
融
資
制
度
が

~. 

あ
り
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に

、
叫
に
は
逆
転
資
金
な
ど
を

融
資
す
る
制
度
が
あ
り
、
松
下
図
に
示
し
て
お

き
ま
し
た
。

詳
し
く
は
県
庁
中
小
企
業
課
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い

。

普通貸付

図憧)

特別融資岡600万円

制
圃
は
対
象
が
設

みんなの県政

中小企業退職金

共済融資

備
資
金
、
逆
転
資
金
、
金
領
は
貸
付
最
高
額

工場集団化

資金

庖舗等集団化

資金

生鮮食料品等

小売業近代化貸出

雇用促進事業団融資

労働者住宅 ・福祉施設 ・
職訓施設 ・身体障害者作
業施設

年金福祉

事業団融資住宅金融公庫

資金

中小企業退
職金共済協|産業労働者住宅

調融資 1"1高層耐火建築物
岡 |防災建築物

300万円

布
の
図
の
う
ち

・
金
庫
、
生
鮮
食
料
品
等
小
売

業
近
代
化
資
金
公
庫
を
除
く
も
の
の
貸
付
対
象

は
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
地
誌
で
す
。

組
は
組
合
、
構
は
構
成
長
を
さ
す
。

県中小企業

夏期融資

資金

企50万円 値)

県中小企業年末

融資資金

県巾/ト企業庖舗

設備改善資金

敏)

県機械金属工

業融資資金

100万円

特定織布業

構造改善資金

岡

施設設置費の65%

制

施設設置費の65%岡
地設設置1Yの70%

υ あっ せん保証融資資金

30万円 撞)

50万円 岡

巾小商業、小口事業資金

組 200万円 値)

県薬業振興

資金
揮)J!反 100万円
同 製 300万円

岡 200万円

県観光旅館施設

橿)

整備融資資金

制限なし

100万円

商庖街近代化資金岡

施設設世代の65%

岡共同施設資金

地ぷぷ置 1'iの80?~県中小企業輸出振興

資金融資資金
県中小企業工場団地

憧)鍋 育成融資資金
県へき地中小

工業振興融資

資金
小売商業庖舗

共同化資金

岡

計算事務

共同化資金

共同公害

防止資金
小売商業連鎖化資金

橿)250万円組3，000万円

制倒
蹴

地設設世代の65%

県中小企業等協同組合融資資金県信用組合育成強化
900万円側

施設設置1'(の65%施設設置1'tの80%(特定せず)

組 100万円
憧)

地設設置伐の65%

このうち中小企業設備近代化資金の問い合わせは、市町村役場へ。

(設)は、貸付対象が設備資金、 %は、貸付最高額

- 8ー

写真は中小企業総合指導所の相談風景

- 9ー

組介員30万円

これらの貸付加問は長短がありますが、すべて 5年以下です。

(設)(運)は、1't付対象がそれぞれ設備資金、運転資金。

組、違は対象が組合、連合会。金額はH付1t.i高額



植樹祭わが家も参加ミ



みんなの県政

ヤ;
-・:制限忌毒事担匝・・

職鞠態

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
里
、
砺
波
地
方
は
戦
国
時

代
か
ら
、
越
中
文
化
の
中
心
と
し
て
、
ま
た
上

杉
謙
信
の
厳
父
、
長
尾
為
景
と
神
保
越
中
守
'
以

衡
の
中
内
戦
場
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
そ
の
福
山

に
百
年
の
伝
統
を
守

っ
て
焼
き
続
け
る
三
二
助

焼
d

が
あ
る
。

素
朴
で
渋
い
焼
き
味
と
奥
深
い
色
つ
や
は
、

白
然
そ
の
ま
ま
の
味
を
出
し
た
い
と
・
-
谷
口
さ
ん
V

愛
陶
家
や
茶
人
に
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
て

いマ。
。

住
宅
に
連
な

っ
た
、
こ
じ
ん
ま
り
と

し
た
作
業
場
に
は
、
棚
の
上
に
丹
精
こ
め
て
営

ら
れ
た
、
茶
器
、
ち
ょ
う
し
、
酒
づ
き
、
花
器
が

い
っ
ぱ
い
並
べ
ら
れ
窯
入
れ
を
待

っ
て
い
る
。

谷
旦
二
助
さ
ん
H
本
名
粂
=
一
(
六
五
)
H
は
、

ロ
ク
ロ
を
廻
し
て
い
た
手
を
止
め
て
、

「
私
の

祖
父
、
三
助
は
慶
応
元
年
(
一

O
四
年
前
)
こ
の

付
近
の
土
が
焼
き
物
に
適
す
る
こ
と
を
発
見
、

加
賀
か
ら
陶
師
善
松
を
招
き
、
窯
を
築
い
て
手

が
け
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
で
す
」
と

語

っ
て
く
だ
さ
る
。

粂
三
さ
ん
の
父
太
七
郎
さ
ん
は
七
、
八
才
の

頃
か
ら
世
人
を
驚
か
せ
た
ほ
ど
の
素
質
が
あ
っ

た
と
い
う
。
粂
三
さ
ん
も
こ
の
よ
う
な
環
境
の

私

ょ
く
三
助
焼
の
、
特
色
は
と
は
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
ロ
ク
ロ
や
化
学
薬
品

聞
か
れ
ま
す
が
、
自
分
で
こ
れ
を
使
っ
た
ウ
ワ
薬
は
い
や
だ
。
と
に
か
く
グ

座

右

銘

と
い
っ
て
指
摘
す
る
こ
と
は
山
自
然
d

そ
の
ま
ま
を
表
現
す
る
の
が
私
の
念

来

ま

せ

ん

。

ま

あ

い

つ

て

願

で

す

か

ら

、
と
「
自
然
を

見
れ
ば
、
土
も
み
か
ら
窯

自

然

に

生

き

る

愛
し
、
自
然
に
生
き
る
」
こ

出
し
仕
上
げ
ま
で
の
一
切

4
2

，r
ニ

と
が
私
の
人
生
訓
で
あ
る
と

の

仕

事

を

一

人

で

手

が

け

力

強

い

。

る
こ
と
で
す
ね
、
と

語

る

。

そ

ば

に

並

べ

ら

れ

た

作

品

の

一

つ

ひ

と

つ

現
在
の
大
量
生
産
時
代
に
も
っ
と
機
械
を
に
は
、
何
物
に
も
ゆ
ず
ら
ぬ
奥
深
い
気
迫
が

取
り
入
れ
て
は
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
私
秘
め
ら
れ
て
い
た
。

の

回植えが間近かになると、小川や池には水があふ

れてきます。野ら仕事に精を出している聞に、小川

や池で'Y}Jし、命が……という例が少なくありません。

かわし、し、子どもをなくしたお母さんには「ちょっ

としたすきに」が、とりかえしのつかない事故をま

ねくのです。

子どもはいま何をしているか、周囲に危険なとこ

ろがないか、あらかじめよく見きわめて水死事故を

未然にIVJぎましょう。

みんなの県政

守

も
と
に
陶
工
と
し
て
の
技
術
が
自
然
に
身
に
つ

川

い
て
い
た
。

川

学
校
を
出
る
と
同
時
に
家
を
離
れ
、
師
に
つ

川

い
て
陶
画
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
高
岡
市
の
黒
田

ノフ

焼
(
今
は
な
い
が
)
に
陶
芸
を
学
ぶ
こ
と
五
年
。

紹

そ
の
後
一
層
勉
強
し
よ
う
と
加
賀
に
わ
た
り
、

構

当
時
の
新
進
陶
芸
家
、
大
根
草
路
氏
の
も
と
で

E

み
っ
ち
り
修
業
し
た
。

ー

昭
和
五
年
に
、
石
川
県
陶
磁
器
展
に
出
品
、

の

晴
れ
の
一
等
賞
を
土
産
に
家
に
帰
り
、
父
と
共

庁

に
仕
事
を
は
じ
め
た
。

=
自一帆

次
第
に
父
の
仕
事
ぶ
り
か
ら
秘
法
も
覚
え
、

H
一

「
父
に
負
け
な
い
作
品
を
と
」
土
造
り
か
ら
う

川

わ
薬
、
火
の
た
き
方
い
う
研
究
と
苦
心
の
積
み

川

重
ね
が
現
在
の
か
三
助
焼
d

を
築
き
あ
げ
て
き

川

た
の
で
あ
る
。

川

=
一
助
焼
四
代
目
と
な
る
息
子
さ
ん
も
最
近
は

川

メ
キ
メ
キ
個
性
を
打
ち
出
し
、

一
人
前
の
陶
工

川

だ
。
ロ
ク
ロ
を
廻
す
息
子
さ
ん
の
後
姿
を
み
つ

川

め
、
目
を
細
め
て
よ
き
後
継
者
に
喜
こ
ぶ
粂
三

川

さ
ん
と
奥
さ
ん
。

川

機
械
化
を
さ
け
ば
れ
る
な
か
で
、
ひ
と
つ
、

川

ま
た
ひ
と
つ
と
、
昔
な
が
ら
の
手
作
り
を
続
け

川

て
い
き
た
い
と
三
助
焼
父
子
の
信
念
は
強
か

っ

川

た。

川

む
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4 

フ

し
た
が
、
こ
こ
な
ど
も
幼
児
に
と

っ
て
非
常
に

酬

危
険
な
場
所
。
こ
れ
ま
で
も
、
た
く
さ
ん
の
子

酬

ど
も
が
、
こ
こ
で
命
を
落
し
ま
し
た
。
溜
め
池

酬

や
小
川
も
危
険
で
す
。
幼
児
は
水
に
ひ
か
れ
る

酬

と
い
い
ま
す
が
、
心
理
的
に
も
そ
の
よ
う
な
時

川

則
に
あ
る
こ
と
を
、
大
人
は
充
分
認
識
し
て
か

馴

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
か

馴

ら
住
宅
近
辺
に
あ

っ
て
は
、
水
路
に
柵
を
す
る

酬

な
り
の
配
慮
が
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

介

ま
た
、
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
で

紹

は
、
と
び
出
し
事
故
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

ヨサ

運
動
神
経
の
未
分
化
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で

!

す
。
と

っ
さ
に
車
を
さ
け
る
判
断
能
力
に
欠
け

機

る
た
め
、
路
上
で
と
ま
ど

っ
て
い
る
姿
を
よ
く

先

み
か
け
ま
す
。
運
動
神
経
の
発
達
す
る
一
、
Je--

一一

出

才
頃
の
指
導
が
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

の

農
繁
期
は
特
に
お
月
さ
ん
の
疲
れ
が
目
立
ち

E-

子
ど
も
達
か
ら
目
を
離
し
が
ち
で
す
が
、
幼
児

川

は
絶
対
に
親
が
目
を
は
な
し
て
は
い
け
な
い
と

酬

い
う
こ
と
を
深
く
自
覚
し
て
も
ら
い
た
い
。
子

剛

ど
も
を
危
険
か
ら
守
る
こ
と
は
動
物
本
能
で

馴

す
。
案
外
わ
れ
わ
れ
人
間
は
そ
う
し
た
基
本
的

酬

な
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

剛

ム
μ

川
川

こ
と
し
は
国
際
連
合
憲
章
に
も
と
づ
き
、
児

酬

童
権
利
宣
言
が
公
布
さ
れ
て
十
年
目
に
あ
た
り

酬

ま
す
。

酬

子
ど
も
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
地
域
ぐ
る
み

酬

で
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。
(
婦
人
児
童
課
)

酬

周
囲
に
は
危
険
か
い

っ
ぱ
い

子
供
を
事
故
か
ら
守
ろ
う

ぽ
か
ぽ
か
と
暖
か
く
な

っ
て
き
ま
す
と
農
家

に
と
っ
て
は
い
よ
い
よ
忙
が
し
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
達
は
外
に
と
び
は
ね
、
冬
の
眠
り
か

ら
さ
め
た
春
の
花
、
小
鳥
の
声
に
さ
そ
わ
れ
て

遠
出
す
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。
「
き

ょ
う
も
お
隣
り
の

O
Oち
ゃ
ん
と
出
か
け
た
の

ね
」
そ
の
う
ち
帰

っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
あ
な
た

が
安
心
し
て
い
ま
す
と
思
わ
ぬ
事
故
が
子
供
の

身
に
起
き
て
い
る
の
で
す
。

近
年
保
育
所
が
充
足
さ
れ
、
県
内
に
お
い
て

は
、
充
足
率
は
全
国
で
第
五
位
に
な

っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
季
節
保
育
所
の
開

設
に
よ
っ
て
子
ど
も
達
を
安
全
に
保

育
す
る
こ
と
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
が
保
育
所
か
ら
帰
宅
し

た
あ
と
に
事
故
が
起
こ

っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

子
ど
も
の
事
故
で
一
番
多
い
の
は

水
死
事
故
で
三
十
四
打
、
次
い
で
交

通
事
故
が
三
十
一
打
と
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。

水
ぬ
る
む
頃
、
岸
辺
に
咲
い
て
い

る
花
を
と
ろ
う
と
し
て
、
虫
を
追
い

か
け
て
、
岸
辺
の
草
む
ら
が
川
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
子
ど

も
た
ち
が
、
そ
の
身
体
的
な
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
な
い
た
め
、
頭
か
ら
落
ち

て
し
ま
う
の
で
す
。

近
年
農
業
用
水
路
が
整
備
さ
れ
ま

、危L、、水遊び、これからは水も増してくる

農
業
水
産
部

農
業
専
門
技
術
員
室

農
業
専
門
技
術
員
室
は
、
農
業
各
部
門
の

専
門
技
術
員
が
行
政
と
試
験
研
究
機
関
と
密

接
な
連
け
い
を
と

っ
て
農
業
の
技
術
経
営
の

総
合
的
な
指
導
を
行
な
う
た
め
に
、
昭
和
三

十
六
年
に
発
足
。

現
在
水
稲
部
門
、
畜
産
部
門
、
園
芸
部
門
、

生
活
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ

っ
て
い
ま
す
。

専
門
技
術
員
は
、
農
業
改
良
普
及
員
や
生
活

改
良
普
及
員
に
対
し
て
技
術
指
導
を
行
な
う

こ
と
が
主
な
任
務
で
す
。
こ
の
た
め
研
修
会

な
ど
を
聞
い
た
り
普
及
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ

る
現
地
の
問
題
点
の
解
決
に
協
力
す
る
の
で

す
。
農
業
試
験
場
、
畜
産
試
験
場
な
ど
で
研

究
さ
れ
た
技
術
を
農
家
が
取
り
入
れ
や
す
い

形
に
す
る
の
も
仕
事
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
農
業
構
造
改
善
事
業
を
は
じ
め
と

し
た
農
業
行
政
に
技
術
分
野
で
参
画
し
て
い

ま
す
。
現
地
か
ら
出
さ
れ
た
問
題
解
決
と
、

専
門
技
術
員
の
自
己
研
修
を
目
的
と
し
た
調

査
研
究
も
任
務
の
一
つ
で
す
。
こ
の
よ
う
に

農
業
を
と
り
ま
く
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、

地
味
な
活
動
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
各
部
門

と
も
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
広
報

を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
農
業
技
術
の
進
歩
は

農
家
だ
け
で
な
く
一
般
消
費
者
の
方
々
も
関

心
を
も
っ
と
こ
ろ
で
す
。
と
く
に
こ
こ
で
発

行
し
て
い
る
季
刊
誌
「
技
術
普
及
」
は
全
国

的
に
高
水
準
の
普
及
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
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富

山
件当
国

本本

-署

十
万
診
と
は
?

県
内
に
あ
る
国
有
林
地
の
こ
と
で
す
。
同
時

に
、
こ
の
営
林
署
の
職
員
八
十
四
人
の
守
備

範
囲
の
こ
と
。

仕
事
を
大
別
れ
ば
、

治
山、

造

林
、

管

理
。
こ
の
う
ち
治
山
に
は
、

「
あ
ば
れ
川
」

を
管
内
に
持
つ
だ
け
に
、
最
も
経
費
を
要
す

る
。
造
林
は
、
規
模
と
し
て
大
き
い
も
の
で

は
な
い
が
、
豪
雪
地
帯
を
ひ
か
え
の
造
林
技

術
開
拓
へ
の
貢
献
度
は
高
い
。

営
林
署
の
新
し
い
顔
と
い
え
ば
、
観
光
計

画
の
作
成
を
あ
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
こ
数
年
前
か
ら
の
は
げ
し
い
レ
ジ
ャ
ー

ブ
ー
ム
は
、
観
光
開
発
ラ
ッ
シ
ュ
を
呼
び
、

観
光
地
は
ど
こ
も
か
し
こ
も
開
発
と
は
表
裏

一
体
の
自
然
破
壊
が
続
け
ら
れ
、
山
は
荒
れ

る
一
方
。

こ
れ
で
は
た
ま
ら
な
い
と
、
国
立
公
闘
を

管
理
す
る
厚
生
省
と
林
野
庁
が
対
策
に
乗
り

だ
し
作
成
し
た
の
が
観
光
開
発
計
画
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
に
は
営
林
署
も
加
わ

っ
た
。
現

在
、
県
や
民
間
で
は
立
山
開
発
を
進
め
て
い

る
が
、
こ
の
開
発
計
画
は
自
然
保
護
の
立
場

か
ら
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

営
林
署
に
は
、
担
当
事
務
所
が
泊
、
福
光

な
ど
九
か
所
あ
り
、
職
員
一
名
が
常
駐
、
各

担
当
区
を
巡
回
す
る
。

山
林
の
見
回
り
、
山

火
事
の
防
止
、
野
鳥
、
高
山
植
物
の
保
護
と
、

こ
の
日
本
版
森
林
警
備
隊
員
は
、
国
民
の
緑

を
守
る
役
目
を
き
ょ
う
も
続
け
て
い
る
。
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あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ssssssss
sぬ

み ん な の県政

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ミ

ミ

ミ

ミ

議

議

一
聞
こ
う
、
知
ろ
う
、
確
か
め
よ
う
一

こ
ん
な
場
合
ど
し
う
た
ら
?

こ
れ
は
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
:
:
・こ
の
ペ

ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご

質
問
に
お
答
へ
す
る
「
あ
な
た
の
コ

ー
ナ
ー
」
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

あなにのコーナ一 切~協~

-一==================-=-==一===============================一-=-=====-======

:初~ あなたのコーすー 御仰仰~働協働w，

答

現
在
、
県
に
母
子
福
祉
資
金
制

度
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
れ

産

業

と

文

化

展

五
月
二
日
十
六
日
本
県
で
開
催

さ
れ
る
第
二
十
回
全
国
植
樹
祭
を

記
念
し
て

「
富
山
県
の
産
業
と
文

化
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

と

き

五
月
二
十
六
日
J
二
十

七
日
入
場
無
料

を
利
用
さ
れ
る
と
よ
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
満
二
十
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
お
ら
れ
る

母
と
子
の
家
庭
に
お
貸
し
し
て
、
そ

の
家
庭
の
ひ
と
り
だ
ち
を
助
け
る
た

め
に
県
が
貸
出
し
を
し
て
い
る
制
度

で
す
。
あ
な
た
の
よ
う
に
事
業
を
始

め
よ
う
と
さ
れ
る
方
は
、
三
十
万
円

ま
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
は
、
も
よ
り
の
社
会
福
祉
事

務
所
、
ま
た
は
市
町
村
役
場
で
取
り

扱
っ
て
お
り
ま
す
。
償
還
の
方
法

と
こ
ろ

富
山
県
民
会
舘
一
階

展
示
内
容

立
山
文
化
に
関
連
す

る
民
俗
資
料
を
は
じ
め
、
立
山
ル

ー
ト
、
富
山
新
港
、
北
陸
自
動
車

道
を
中
心
と
す
る
将
来
の
姿
が
一

望
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ
。
県
下
の

美
術
工
芸
品
と
産
業
製
品
の
展

示
、
野
球
パ
ッ
ト
の
実
演
な
ど
。

免
許
の
拒
否
、
保
留

合
格
し
て
も
免
許
証
は
も
ら
え
な
い

無
免
許
運
転
前
歴
者

は
懲
役
)
と
、
行
政
処
分
(
停
止
ま

た
は
取
消
し
)
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
も
う
と
っ
く
に
運

転
者
の
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
免
許
を
受
け
て
い
な
い
人
の

無
免
許
運
転
の
処
分
は
、

一
体
ど
う

な
っ
て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

な
ま
じ
、
運
転
者
で
な
い
だ
け
に

「
行
政
処
分
な
ん
か
関
係
な
い
」
と

か
、
「
罰
金
さ
え
払
え
ば
よ
い
」
な
ど

と
考
え
て
い
る
方
が
案
外
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
も
、

免
許
を
受
け
て
い
な
い
人
に
、
免
許

無
免
許
運
転
に
は
、
次
の
二
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

一
運
転
者
(
免
許
を
受
け
て
い
る

人
)
が
免
許
以
外
の
車
を
運
転
し

た
と
き
。

二

免
許
を
全
然
受
け
な
い
で
車
を

運
転
し
た
と
き
。

運
転
者

が
違
反
、

事
故
を
起

こ
し
た
場

合
は
、
刑

事
処
分
(

罰
金
ま
た

みんなの県政

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

は
、

一
年
据
置
き
六
年
償
還
で
利
子

は
年
三
分
、
年
賦

・
半
年
賦

・
月
賦

い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。
な

お
、
借
り
受
け
の
く
わ
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
母
子
相
談
員
、
民
生
委

員
、
地
区
未
亡
人
会
な
ど
で
ご
相
談

し
て
下
さ
い
。

J〆、、

答

お
尋
ね
の
地
代
に
つ
い
て
は
、

昭
和
二
十
五
年
七
月
十
日
以
前
に
建

て
ら
れ
、
そ
の
延
床
面
積
が
九
十
九

平
方
対
以
下
で
居
住
用
で
あ
る
建
物

の
場
合
、
そ
の
敷
地
が
借
地
で
あ
る

も
の
は
、
地
代
家
賃
統
制
令
の
適
用

が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
場
合
、
宅
地
は
終
戦
前

か
ら
貸
付
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

延
九
十
九
平
方

M
以
下
の
住
宅
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
地
代
は
統
制
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
次
の
方
法
で
地
代
を

計
算
し
ま
す
。
こ
の
額
が
現
在
の
地

代
額
を
上
回
る
場
合
、
増
額
を
要
求

の
停
止
や
取
消
し
処
分
な
ど
は
、
あ

る
は
ず
が
な
い
の
で
す
が
、し
か
し
、

こ
れ
に
気
を
よ
く
し
て
無
免
許
運
転

の
悪
事
を
か
さ
ね
ま
す
と、

後
で
大

変
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

や
が
て
免
許
試
験
に
合
格
し
て

も
、
合
格
し
た
そ
の
時
点
で
ど
っ
こ

い
過
去
一
年
間
の
無
免
許
運
転
が
問

題
に
な
る
の
で
す
。

免
許
の
拒
否
、
保
留

無
免
許
運
転
の
前
歴
の
あ
る
試
験

合
格
者
に
は
免
許
の
拒
否
、
保
留
の

行
政
処
分
が
ま
っ
て
い
ま
す
。

拒
否
処
分
に
あ
い
ま
す
と
、
せ
っ

か
く
試
験
に
合
格
し
て
も
、
免
許
証

は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
の
う
え
、
む

こ
よ
二
年
間
、
受
験
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
。

保
留
処
分
に
あ
い
ま
す
と
、
免
許

証
の
交
付
が
、

一
カ
月
か
ら
六
カ
月

の
範
囲
内
で
差
し
止
め
に
な
り
、
免

許
証
を
も
ら
う
時
期
が
そ
れ
だ
け
遅

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
一
日
も
早

く
免
許
証
を
欲
し
い
人
た
ち
に
は
大

き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。

拒
否
に
す
る
か
、
保
留
に
す
る
か

は
、
無
免
許
運
転
の
回
数
や
事
故
の

内
容
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
が
、

現
行
の
基
準
で
は
、
(
初
回
の
場
合
)

O
無
免
許
運
転
・
・
・拒
否
ま
た
は
保
留

三
十
日
か
ら
百
八
十
日
(
回

数
に
よ
り
)

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

荏
4

沖
付
州
潤
H

困
尚
踏
同
附
帯
哨
菌
州
問

×
0

・C
M
M
十
回
削
浦
岡
阿
世
伸
明
強

+
喋
司
叫
↓
国
型
特
訓
潤

ま
た
、
こ
の
地
代
家
賃
統
制
令
は

住
宅
事
情
の
変
遷
か
ら
み
て
建
設
省

に
お
い
て
廃
止
を
検
討
中
で
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
県
土
木

部
建
築
住
宅
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

曳
山
の
由
来
⑥

J

い

す

る

ぎ

石

動

の

曳

山

(小
矢
部
市
)

石
動
の
曳
山
は
、
宝
暦
十
二
年
(
一
七
五
一
〉
の
記
録
に
あ
る
と

J

こ
ろ
か
ら
、
大
体
こ
の
頃
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
文

化
、
文
政
時
代
(
一
八

O
四
J
一
八
二
九
)
の
絢
鮒
た
る
美
術
工
芸

J

の
粋
を
集
め
て
作
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

J

構
造
は
、

当
時
の
高
岡
の
曳
山
に
似
て
お
り
、
台
草
木
組
な
ど
は
、
J

能
登
加
賀
方
面
の
大
工
の
手
に
よ
り
、
装
飾
は
、
井
波
の
彫
刻
と
城

端
塗
が
主
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

J

毎
年
四
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
両
日
に
石
動
町
愛
宕
神
社
の

春
祭
り
に
、
各

町
内
会
の
歌
舞

伎
屋
台
と
と
も

に
十
一
本
の
花

曳
山
が
市
内
を

奉
曳
さ
れ
る
。
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4・
ブ

町
が
不
足
す
る
と
、
身
体
が
非
常
に

一

だ
る
く
、
食
欲
が
減
っ
た
り
、
居
眠

…

り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ひ
ど
く
な

…

る
と
脚
気
に
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
徴

一

一

三
献
の
季
節
4

は
、
レ
ク
リ
ェ

l

候
が
あ
っ
た
ら
ビ
タ
ミ
ン

町
を
十
分

一

…
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
、
あ
る
い
は
家
多
く
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

…

…
事
に
と
本
当
に
活
動
し
や
す
い
時
期
う
。

…

…
で
す
。
私
達
の
身
体
も
新
陳
代
謝
の
手
近
に
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
飲
む
人
も

…

…
働
き
が
激
し
く
な
り
ま

話

器

y

多
い
よ
う
う
で
す
が
、
大

…

…
す
の
で
栄
養
補
給
が
大
払
機

斜

4
切
な
こ
と
は
日
常
の
食
事

…

…
切
で
す
。

]
4
4
f

揚

で

と

る

こ

と
で
す
。

弘

之

…

特
に
、
不

足

し

が

ち

緩

1

・

弱

含

ん

で

い

る

食

品

は

豚

…

…
な
魚
、
肉
、
牛
乳
、
卵

援

μ時

肉
、
ハ
ム

、
小
豆
、
大
豆
、
…

…
な
ど
の
良
質
の
蛋
白
質

A
期

開

建

夏

み

か

ん

な

ど

。

ま

た

に

…

…
ゃ
、
バ
タ
l
、
油
な
ど
の
脂
肪
、
有

ら

、
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
な
ど
は
体
内

一

一
色
野
菜
、
レ
バ

l
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
に
入
っ
て
か
ら
ビ
タ
ミ
ン

町
を
作
る

…

一
、、ン

A
は
、
毎
日
と
る
よ
う
心
が
け
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
い
に
料
理

一

…
た

い

も

の

で

す

。

に

使

い

ま

し

ょ

う

。

ま

た

、
ビ
タ
ミ

一

.

こ
れ
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
ビ

タ

ン

恥
を
添
加
し
た
強
化
米
を
混
ぜ
て

…

…
ミ
ン

町
の
消
耗
が
多
く
な
り
ま
す
。
炊
く
こ
と
も
恥
の
補
給
上
大
切
な
こ

…

…
ビ
タ
ミ
ン
町
は
糖
質
の
消
化
を
助
と
で
す
。

…

…
け
、
神
経
の
働
き
を
よ
く
し
ま
す
。

…

ビ れ
タか
ミら
ンは
81 

を
ノ

-15ー

(
専
門
技
術
員
室
〉

。
無
免
許
運
転
の
負
傷
事
故
・・・保
留

百
八
十
日

O
無
免
許
運
転
の
死
亡
事
故
・
・
・
拒
否

。
無
免
許
運
転
の
ひ
き
逃
げ
・
:
拒
否

と
い

っ
た
ぐ
あ
い
で
す
。

こ
れ
は
、
処
分
の
一
例
で
す
が
、

も
し
、
保
留
処
分
中
に
無
免
許
運
転

が
あ
り
ま
す
と
、

一
挙
に
梅
否
処
分

と
な
り
ま
す
。

許
運
転
に
も
、
点
数
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
免
許
を
受
け
て
い
る
人
と

同
じ
よ
う
に
、
こ
ん
ど
は
過
去
三
年

間
の
無
免
許
運
転
の
違
反
、
事
故
に

一
定
の
点
数
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
合

計
点
数
値
に
よ
っ
て
、
拒
否
と
か
保

留
が
な
さ
れ
ま
す
。

点
数
の
評
価
は
、
す
で
に
昨
年
十

月
一
日
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
さ

あ
、
み
ん
な
で
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
る
無
免
許
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ

う

。

(

警

察

本

部

)

点
数
制
度
も
適
用

免
許
を
受
け
て
い
な
い
人
の
無
免



せ 1111111111111111川

植

樹
宮支.
刀司Z

の

き
た
る
五
月
二
十
六
日
に
天
皇

・

皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
し
て
、
第
二

十
回
全
国
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
を
機
に
二
十
四
日

か
ら
二
十
九
日
の
六
日
間
、
両
陛
下

に
は
、
県
内
各
地
を
巡
幸
啓
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

巡
幸
啓
の
際
、
通
行
す
る
自
動
車

の
陰
と
な
っ
て
沿
道
で
お
迎
え
す
る

人
た
ち
が
陛
下
を
拝
顔
で
き
な
い
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
警
察
で
は
、

自
動
車
関
係
団
体
、
運
送
事
業
者
と

協
議
の
う
え
、
次
の
よ
う
な
交
通
規

制
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

l

両
陛
下
が
お
通
り
に
な
る
道
路

で
、
御
料
車
と
す
れ
違
い
し
よ
う

と
す
る
一
般
車
両
は
、
ご
通
過
に

な
る
十
五
分
前
か
ら
ご
通
過
に
た

る
ま
で
、
通
行
を
禁
止
し
、
こ
の

間
は
、
う
固
ま
た
は
一
時
停
止
と

な
り
ま
す
。

り知111川せ川11川 111川川l川山111川 l川

五
月
八
日
か
ら
六
月

二
十
日
ま
で
の
う
ち
十

五
日
間
に
わ
た
っ
て
、

「
第
十
四
回
富
山
県
労

働
学
院
」
が
閃
か
れ
ま

す。
講
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ

斯
界
の
権
威
者
で
あ

り
、
労
働
問
題
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
と
理
解

を
得
る
に
は
絶
好
の
機

会
で
す
か
ら
多
数
受
講

さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め

|第 14国語躍翻吉岡

り

し
ま
す

0

0
受
講
資
格

県
下
の
労
働
者
、
使
用
者
お
よ

び
一
般
の
希
望
者
で
男
女
、
学

歴
、
年
令
を
問
い
ま
せ
ん
。

。
受
講
料
一

、

0
0
0円

。
申
込
締
切
日

四
月
三
十
日

知みんなの県政川1111川

鉦 flMlr_
1日 (木〉 ・交通安全模範の日

・ 憲法週間 (~7 n) 

2日 (金〉 ・八十八夜

3口(土〉 ・憲法記念日
5日 (月〉 ・子供の日

・ 全園児童福祉週間(~
11日)

6日(火〉・立夏
10 日 (土) ・ 愛鳥週間 (~ 16 日 〉
11日(日〉 ・舟の日

・春の交通安全県民総ぐ
るみ運動(ん20n)

15 n (木〉 ・交通安全模範のH
.w、火災口
・家庭の日
・婦人保護強調週間
(~27 日〉

26日 (月〉 ・第20回全国制樹
祭

28日(水〉 ・お手揺行事

こ
の
ぺ
l
ジ
は

市
町
村
、
そ
の

他
の
広
報
紙
の

資
料
と
し
て
、

ご
自
由
に
お
使

い
下
さ
い

チで
ぶ.

通

規

制

御
料
車
と
同
一
方
向
に
通
行
す

る
一
般
車
両
お
よ
び
御
巡
路
を
杭

断
す
る
車
両
は
、
御
通
過
に
な
る

五
分
前
か
ら
御
通
過
に
な
る
ま

で
、通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
の
間
一
般
半
両
は
停
車
し
て
待

避
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3

両
陛
下
の
お
通
り
に
な
る
道
路

で
は
、
御
通
過
に
な
る
一
時
間
前

か
ら
御
通
過
に
な
る
ま
で
駐
車
禁

止
と
な
り
ま
す
。

4

植
樹
祭
当
日
、
会
場
什
近
の
県

辺
富
山
砺
波
線
(
音
川
線
)
の
長
沢

三
差
路
か
ら
安
川
交
差
点
ま
で
の

区
間
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
植
樹
祭
関
係
以
外
の
一
般

車
両
は
通
行
禁
止
と
な
り
ま
す
。

以
上
の
と
お
り
で
す
が
、
円
程
が

決
ま
り
次
第
場
所
に
よ
っ
て
は
多
少

時
間
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
当
日
の
交
通
制
限
は
、
新
聞
、
そ

2 。
申
込
先
県
庁
労
政
課

電
話
富
山
則
四

一
一
一
ハ
代
表
)

富
山
市
桜
町

富
山
県
労
働
者
福
祉
会
館

五
階
ホ
l
ル

。
会
場第14回富山県労働学院日程表

清
一

進
一
幽
い
一
日

18日 (日〉
21円 (水〉

の
他
の
方
法
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

婦
人
を
一
息
へ

の
転
落
か
ら
守
ろ
う

五
片
二
十
一
日
か
ら
、
婦
人
保
護

強
調
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

売
春
防
止
法
に
基
づ
い
て
性
道
徳

の
高
拐
を
は
か
る
た
め
に
、
婦
女
子

の
転
落
未
然
防
止
、
婦
女
子
の
保
護

更
生
、
啓
蒙
指
導
の
三
点
を
中
心
と

し
た
婦
人
保
護
事
業
を
進
め
、
明
る

い
社
会
.、
つ
く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
を
推
進
す
る
た
め
、
強
調
週

間
以
外
で
も
県
で
は
婦
人
相
談
所
を

設
置
、
相
談
員
が
要
保
護
女
子
の
早

期
発
見
と
指
導
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
葉
月
寮
で
は
、
保
要

融
女
子
を
収
容
、必
要
な
生
活
訓
練
、

教
養
指
導
、
職
業
訓
練
を
通
じ
、
自

立
更
生
で
き
る
よ
う
指
導
し
て
お
り

ま
す
。ま

た
、
同
休
と
し
て
結
婚
相
談
所

で
結
肝
あ
っ
抗
、
相
談
も
行
な

っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
悩
み
ご
と
や
、

心
配
ご
と
を
お
特
ち
の
方
は
、
毎
日

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
か

ら
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

婦
人
相
火
民
l

」

結

婚

相

舵

刑

囚
、
西
田
地
ブ
凹

一
一
の
一

O

県
内
の
社
会
福
祉
事
務
所
・・・
婦
人

相
議
員
駐
在

積
極
的
に
協
力
を

川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

4
月
別
日
j
5
月
却
日

立
山
連
峰
か
ら
富
山
湾
に
注
ぐ
清

ら
か
な
川
を
私
た
ち
は
、
心
の
安
ら

ぎ
の
場
と
し
て
き
ま
し
た
。

「
川
に
ご
み
を
捨
て
る
と
剖
せ
ら

れ
ま
す
」
と
川
淵
に
こ
の
よ
う
な
立

札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
な
い

人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な

が
ら
心
な
い
人
々
に
よ
っ
て
汚
さ

れ
、
ご
み
の
浮
ぶ

グ
ど
ぶ
川
d

と
な

っ
て
い
ま
す
。
県
民
が
こ
ぞ
っ
て
川

を
愛
し
、
き
れ
い
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
こ
そ
、
郷
土
の
美
が
守
ら
れ
る

の
で
す
。

川
の
美
化
が
な
く
て
は
県
土
美
化

は
あ
り
得
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
月
下
旬
に
は
、

天
皇

・
皇
后
両
陛
下
に
県
内
を
ご
巡

宰
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
市
町
村
に
お
い
て
県
内
、
特

フ

官
公
庁
で
は中

高
年
令
者
の
雇
用
を
/

思宴|

職
業
安
定
法
の
改
正
(
昭
和
四
十

三
年
五
月
)
で
、
国
や
地
方
公
共
団

体
お
よ
び
特
別
の
法
律
に
よ

っ
て
設

立
さ
れ
た
法
人
(
公
問
、
公
社
、
公

庫
、
事
業
団
な
ど
)
で
は
、
巾
高
年
令

者
の
雇
用
を
促
進
す
る
よ
う
規
定
す

る
こ
と
に
な
り
、
職
種
別
巾
高
年
令

者
(
三
十
五
歳
以
上
)
の
雇
用
ギ
を

下
表
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。
官
庁

や
特
殊
な
法
人
に
お
い
て
は
、
こ
の

雇
用
率
以
上
と
な
る
よ
う
雇
用
の
促

進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
関
係
機
関
に

お
い
て
、雇
用
状
況
を
調
査
の
う
え
、

職
業
安
定
機
関
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
早
期
に
雇
用
率
が
達
成
す
る
よ

う
配
慮
願
い
ま
す
。

川のごみ掃除をする婦人会員たち
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月|日|腿|科目|講師

51 8 1木|労 働 法総論 |和歌山大学委誉護綬

1 131火|労働協約 1金沢大学教喜藤

1141 7}( 1 .: ht.J'I?CT)~~'ltl!l!. 立教大学教授14 水|これからの労務管理 栗原

|191月|労働組合法 |慶応義墾大紋襲

|20 1火lp労働行為の理論と実|慶応義塾大差教者

1221木 1~ A _~ _，~ ，"， "法政大学教授
一一一一一一一|賃金管理の近代化 | |231金 1.I"¥:n!.l:5.J:::t:."'J..uIVIU 舟橋尚道

6 13 1火|労働基準法 |慶応義塾大布教害 実

15 1木|越経済の現状と今後の|一僑大学教書橋長太郎

|111水|目立における労務管理 |側目立製作FE寛 一

|121木|労使協議制と団体交渉 |成駄学教空藤 正

|131金|社会保障と定年制 |早稲田大学幸俊団 冨太郎

1161月|所得政策について |経済SEE総誤票局孝男
1181水|最近の世界情勢と日本 |朝日新聞論ま顧問恭三

川月|わが国労使関係の特質 |北九州大学伊田直視

に
市
街
地
を
流
れ
る
中
小
河
川
を
対

象
に
四

H
二
十
日
か
ら
五
月
二
十
日

の
一
カ
月
間
「
川
を
き
れ
い
に
す
る

運
動
」
を
展
開
し
、
大
同州
除
を
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
す
。
お
互
い
に

協
力
し
て
、
美
し
い
郷
土
を
つ
く
り

ま
よ
う
。

職
種
別
中
高
年
令
者
雇
用
率
表

員政郵外語
重工、転手エレ、料金収係徴 l~哉

電報運配
飼育係係タll動運車白 種

、木と消街
小作じ毒、、、、

1600 0 1605 0 1805 0 1905 0 率犀

用
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富
山
県
の
文
化

財

旬

八

尾

諏

訪

社

の

大

け

や

き

(
県
指
定
天
然
記
念
物
)

婦

負

郡

八

尾

町

諏

訪

町

こ
の
け
や
き
は
、
八
尾
町
諏
訪
神
社
境
内
に
あ
っ

て
、
三
J
四
日
加
の
と
こ
ろ
か
ら
三
幹
に
分
か
れ
、
壮

大
な
樹
冠
を
呈
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
の
積
雪

で
巾
枝
が
折
れ
て
い
る
。

正
和
四
年
つ
=
二
五
)
桐
山
城
主
諏
訪
左
近
が

航
え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
諏
訪
神
社
特
有
の
神
木

と
し
て
持
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
葛
城
家
の
二

か
ん
じ
よ
う

十
二
世
連
世
坊
祐
学
法
師
が
諏
訪
大
明
神
を
勧
請
し

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
花
同
択
の
石
柱
で
垣

を
め
ぐ
ら
し
保
護
さ
れ
て
い
る
。



みんなの県政

ド

L

，
一
千
円

μ
、

お
小
'
力
μ戸

向

(
第
二
回
)

撲

(そ
の
一

〉

蓮
如
の
布
教
で

た
ち
ま
ち
真
宗
王
国

よ
し
か
げ

長
尾
能
景
を
敗
死
さ
せ
、
そ
の
子

為
景
、
孫
謙
信
を
手
こ
ず
ら
せ
、
悩

ま
せ
た
越
中
の
一
向
一
段
に
つ
い
て

述
べ
て
み
よ
う
。

越
中
国
は
昔
も
今
も
真
宗
門
徒

・

真
宗
寺
院
が
圧
倒
的
に
多
く
真
宗
王

国
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
。
昔
は
真
宗

の
こ
と
を
一
向
宗
と
称
し
た
。
一
向

宗
門
徒
の
お
こ
し
た
一
僚
が
す
な
わ

ち
一
向
一
挟
で
あ
る
。

越
中
に
お
け
る
真
宗
伝
播
は
、
確

実
な
る
史
料
に
よ
れ
ば
、
南
北
朝
時

か
く
に
よ

代
の
中
頃
、
本
願
寺
第
三
代
覚
如
の

ヂ
ん
か
く

子

・
存
覚
の
布
教
に
は
じ
ま

っ
た
ら

し
く
、
「
水
橋
門
徒
」
と
い
う
小
さ

な
信
仰
集
団
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼

の
袖
日
記
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。

そ
し
て
農
民
の
移
住
に
よ

っ
て
、
越

後
の
柿
崎
の
辺
に
ま
で
水
橋
門
徒
の

同
信
が
ひ
ろ
が

っ
て

い
る
。

次
に
、
市
北
朝
時
代
の
末
頃
、
明

徳
元
年
(
元
巾
七
年
、
二
ニ
九

O
)

し
ゃ
く
に
よ

本
願
寺
第
五
代
の
紳
如
が
京
都
よ
り

ず
い
せ
ん
じ

越
中
に
下
り
、
井
波
の
里
に
瑞
泉
寺

の
基
を
閃
い
て
布
教
に
つ
と
め
、
こ

こ
が
越
中
に
お
け
る
一
向
宗
の
小
心

と
な
り
、
の
ち
一
向
一
段
の
根
拠
地

と
な
る
。

こ
れ
よ
り
八

O
年
後
の
文
明
三
年

れ
ん
に
よ

(
一
四
七
一
)
本
願
寺
第
八
代
の
蓮
如

が
北
陸
に
下
り
、
越
前
と
加
賀
と
の

国
境
に
近
い
吉
崎
に
道
場
を
建
て
、

五
年
間
こ
こ
に
い
て
布
教
に
つ
と
め

た。
彼
は
史
上
稀
に
見
る
布
教
の
天
才

で
、
北
陸
地
方
の
士
民
は
彼
の
説
に

た
ち
ま
ち
な
び
き
、
真
言
宗

・
天
台

宗

・
時
宗
の
寺
院
も
、
真
宗
に
転
向

す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
彼
は
五
年

後
に
吉
崎
を
去

っ
た
が
、
多
数
の
子

女
を
加
越
能
の
要

所
々
々
の
寺
院
に

配
し
、
布
教
の
拠

点
と
し
た
の
で
、

こ
れ
よ
り
後
も
北

陸
の
一
向
京
は
ま

す
ま
す
盛
大
と
な

っ
て
い
っ
た
。

加
賀
で
は
、
蓮

如
下
向
以
前
は
高

田
専
修
寺
派
(
真

宗
の
一
派
)
の
地

盤
で
あ
っ
た
が
、

蓮
如
が
北
陸
を
附

び躍
す
る
有
様
を
見

て
安
心
し
て
お
ら

れ
な
い
。
こ
の
時

加
賀
国
の
守
護
富
樫
家
に
内
粉
あ

と

が

し

ま

き

ち

か

や

す

た

か

り
、
富
樫
政
親
派
と
同
泰
高
派
と
が

争
い
、
政
親
は
高
田
派
と
結
ん
び
、

泰
高
は
本
願
寺
派
と
結
び
、
各
々
塁

を
築
い
て
対
抗
す
る
に
至
っ
た
。
文

明
七
年
(
一
四
七
五
)
八
月
、
両
派

の
衝
突
が
あ
り
、
石
川
郡
、
河
北
郡

の
本
願
寺
派
坊
主
、
百
姓
は
撃
破
せ

ら
れ
て
、
い
ず
れ
も
越
中
へ
逃
げ
こ

ん
だ
。
こ
れ
よ
り
加
賀
と
越
中
の
間

に
不
和
を
生
じ
た
。

坊
主
、
百
姓
、
瑞
泉
寺
に
こ

も
り
、
石
黒
氏
を
迎
え
撃
つ

文
明
十
三
年
(
一
四
八
一
〉
に
富

樫
政
親
は
越
巾
福
光
威
主
石
黒
右
近

義
光
に
談
合
し
、

Hr波
瑞
泉
寺
の
焼

討
を
す
す
め
た
。
そ
れ
は
瑞
泉
寺
に

は
加
賀
か
ら
逃
げ
て
き
た
浪
人
や
坊

主
が
立
て
こ
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
一
体
越
中
に
は
本
願
寺
門
徒
が

多
い
け
れ
ど
も
、
従
来
い
ま
だ
国
主

・
地
頭
に
向
っ
て
弓
を
ひ
い
た
者
は

な
か
っ
た
。

し
か
る
に
、
近
来
一
向
宗
し
だ
い

に
広
ま
り
、
や
や
も
す
れ
ば
領
主
に

対
し
て
我
ま
ま
の
働
き
を
な
し
、
か

つ
加
賀
浪
人
が
多
く
瑞
泉
寺
に
こ
も

骨

一向一挟の根拠地瑞泉寺

り
い
る
こ
と
な
れ
ば
、
万
一
に
一
援

な
ど
起
こ
さ
れ
て
は
困
る
。
石
黒
光

義
は
こ
う
考
え
て
、
機
先
を
制
せ
ん

と
し
て
こ
れ
を
討
つ
こ
と
に
決
心
し

た。
こ
れ
が
井
波
に
聞
こ
え
た
の
で
急

に
防
備
を
と
と
の
え
、
か
つ
門
下
の

坊
主

・
百
姓
に
急
を
ふ
れ
廻
っ
た
か

た
ち
ま

ら
、
来
た
り
集
る
も
の
多
く
、
忽
ち

大
衆
の
土
兵
と
な
っ
た
。
光
義
は
天

台
宗
で
あ
る
医
王
山
惣
海
寺
の
僧
兵

を
さ
そ
い
、
共
に
井
波
に
向
っ
て
進

発
し
た
。
井
波
で
は
迎
え
討
つ
策
を

と
り
、
西
方
一
里
に
あ
る
山
田
川
ま

た

や

が

わ

ら

で
押
出
し
、
田
屋
川
原
で
合
戦
を
は

じ
め
た
。

時
に
二
俣
本
泉
寺
は
富
樫
軍
に
索

制
せ
ら
れ
て
出
動
で
き
な
か
っ
た

が
、
加
賀
湯
涌
谷
の
信
徒
は
蜂
起
し

て
惣
海
寺
の
留
守
を
襲
う
て
焼
き
討

し
、
ま
た
坊
坂
四
郎
左
衛
門
は
土
山

御
坊
(
勝
興
寺
の
こ
と
)
を
誘
い
福

光
城
の
留
守
を
襲
う
て
焼
き
払
っ

た
。
医
王
山
お
よ
び
福
光
城
の
火

ろ
う
ば
い

の
手
を
見
た
福
光
軍
は
狼
狽
し
て
、

全
軍
総
つ
ぶ
れ
と
な
り
、
石
黒
主
従

あ

ん

ど

じ

は
逃
げ
て
安
居
寺
に
入
り
十
五
人
が

自
殺
し
た
。

- 18ー

(
次
号
に
つ
づ
く
)

県
史
編
さ
ん
室

橋

本

芳

雄

i-

知
事
と
議
会
と
の
一
問
一
答
の
機
会
を
ふ
や
し
、
審
議

を
よ
り
掘
り
下
げ
、
県
民
の
方
に
も
審
議
の
内
容
を
十

分
、
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
二
月
県
議

会
か
ら
、
予
算
特
別
委
員
会
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

正
、
副
議
長
を
除
く
委
員
十
六
人
で
構
成
。
自
民
党
十

二
人
、
社
会
党
二
人
、
民
社
党
、
公
明
党
、
無
所
属
の
三

派
か
ら
二
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一
一
月
十
日
か
ら
四
日
間
、
期
待
ど
お
り
知
事
と
一
問
一

答
の
論
議
が
こ
こ
で
展
開
さ
れ
、
本
年
度
予
算
案
な
ど
が

十
分
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

北
陸
自
動
車
道

着
々
と
用
地
買
収
の
調
印

高
岡
市
今
泉
新
な
ど
第
一
号

か
日
本
海
時
代
4

へ
一
歩
を
進
め
る
北
陸
自
動
車
道
の
用
地

買
収
第
一
号
が
ま
と
ま
り
、
三
月
十
八
日
県
庁
で
調
印
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
北
陸
自
動
車
道
(
新
潟
|
米
原
五
百

十
践
)
建
設
の
た
め
、
道
路
公
団
か
ら
県
が
委
託
を
受
け
、
県

内
路
線
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
き
た
も
の
で
第

一
号
と
し
て
高
岡

市
今
泉
新
か
ら
小
泉
新
ま
で
に
つ
い
て
買
収
交
渉
が
ま
と
ま

っ

た
も
の
。
引
き
続
い
て
三
月
二
十
四
日
に
は
第
二
次
買
収
と
し

て
、
大
門
町
山
の
谷
か
ら
同
大
久
保
ま
で
、
三
月
二
十
六
日
第

三
次
買
収
と
し
て
砺
波
市
鷹
栖
地
区
な
ど
、
三
月
二
十
七
日
に

は
第
四
次
買
収
と
し
て
小
杉
町
青
井
谷
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
調
印

さ
れ
、
三
月
末
ま
で
の
調
印
さ
れ
た
総
延
長
は
十
四

・
一
九
日
以

と
な

っ
た
。

県
で
は
、
路
線
が
発
表
さ
れ
て
い
る
区
間
に
つ
い

て
今
後
さ
ら
に
買
収
安
歩
を
進
め
る
予
定
。

新
し
い
看
板
を
か
け
る
福
岡
大
島
町
長

射
水
郡
大
島
村
が
四
月
一
日
か
ら
大
島

町
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
町
制
の
要
件
で
あ
る
①
人
口
三

千
人
以
上
、

②
巾
心
の
人
口
密
集
区
域
の

輔
u
a
M
2
醐
戸
数
が
六
十
下
以
上
、
③
商
工
業
な
ど
非

農
家
人
口
、
が
六
十
れ
以
上
、
④
衛
生
、
文

化
娯
楽
等
の
施
設
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
基

準
に
い
ず
れ
も
達
し
て
い
る
の
で
、
か
ね

て
か
ら
町
制
施
行
申
請
が
あ
っ
た
も
の

で
、
県
で
は
こ
れ
を
受
け
て
二
月
定
例

議
会
に
提
案
、
町
制
施
行
を
可
決
し
ま
し

た
こ
れ
で
県
下
の
市
町
村
数
は
、
九
市
十

八
町
八
村
と
な
り
ま
し
た
。

大
島
町
の
人
口
は
五
千
七
百
五
人
、

(

昭
四
四
・二
末
)
、
面
積
七

・
八
五
平
方
段

予算特別委員会で質問に答える吉田知事



み

ん

な

の

県

政

5
月

号
高岡の古城公園は、公園様式をとり入れたものとして日本最古のひとつといわ

れている。加賀藩の 2代目藩主、前田利長公が、築城家、高山右近に命じて慶長

14年(1609)に築かせた高岡城のあとであり 、その当時の姿をそのまま とどめて

昭
和
四
十
四
年
五

いる。

公園の面積のうち、濠が対を占めており、水面をおおった壮大な樹木が影を落

五
日
発
行

(
第
六
号
)

す水景は、われわれを数百年前の静けさに引き込む。

また、圏内には射水神社、美術館、動物園、体育館、野球場などがあり、県民

の憩いの場でもある。

昭和40年 1月に県史跡に指定され、 42年10月に県定公園に指定されている。

橋陽同
月

言
守ル」憲一問、一‘

杭古

綿
一
円
富
山
県
総
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先月 (4月〉号のこの裏表紙で「高岡古

城公園」を紹介しましたが、現況と異った

ものを掲載したことを深くおわびして訂正

します。
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